
平成16年台風第23号メモリアル 防災学習会を開催！
～過去の水害を振り返り、近年激甚化・頻発化する水害にどう備えるかを考える～

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所 流域治水課
〒６６８－００２５ 住所 兵庫県豊岡市幸町１０-３
ＴＥＬ０７９６ー２２ー３１２６（代表）

R7.11.19

-豊岡河川国道事務所-

○豊岡河川国道事務所では、円山川において大きな被害をもたらした平成１６年台風第２３号の水害を振り返り、得られ

た教訓を次世代につなげることを目的に豊岡市・兵庫県但馬県民局と連携し「防災学習会」を開催しています。

○今年度は基調講演とパネルディスカッションを行い、平成１６年当時の状況や近年激甚化・頻発化する水害について

議論し、地域として、個人として何ができるのか、防災について改めて考える機会となりました。

【概要】
日時：令和７年１１月１０日（月）１８：３０～２０：４５
場所：豊岡市民プラザ
共催：豊岡市、兵庫県但馬県民局、豊岡河川国道事務所
参加者：約１３０名

基調講演

「荒ぶる気象災害にどう備えるか
～平成１６年台風第２３号で被災した豊岡を考える～」

東京大学大学院情報学環
特任教授 片田敏孝 氏

パネルディスカッション

「台風第２３号を振り返り、台風・洪水に備える」
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挨拶

参加者の感想

・家族や地域における「命のつながり」「思い合う心」が、防災に
かかわる行動につながることが分かった。
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